
導入の背景
サーバルームのある建物老朽化により
サーバの移設が急務に
北海道で賃貸仲介件数No.1※1、全国でも8位にランキングされる常口
アトム。「暮らしと住まいを通して地域社会に貢献し、皆様に愛される
会社を目指します」同社の経営理念のもと、北海道とともに歩むことで
成長を続けています。賃貸管理戸数も北海道でNo.1※2を誇る同社は地
域社会やお客様と築き上げてきた信頼をベースに、賃貸仲介はもとよ
り売買物件の仲介、不動産の管理、土地・建物の有効活用、新生活サポー

トなど総合不動産企業として多岐にわたり
事業を展開しています。
同社の強みである地域に密着したサービ
スを支えているのが、札幌市内56店舗を中
心に北海道No.1の店舗数90店舗※3におけ
る日々の業務です。従来、各店舗はネット
ワークを通じて札幌市内の同社サーバルー
ム内の各種システムを利用し業務を行って
いました。東日本大震災後、災害時の業務
継続性の実現に取り組む同社は、2012年
半ばにサーバ移設プロジェクトをスタート
させました。
「サーバルームのある建物が老朽化して
おりサーバの移設は急務でした。またサー

バのリプレイス時期も迫っていたことから、新しいサーバで基盤を構
築しコスト抑制のためにアプリケーションをそのまま移行できる方法
を検討しました。さらに災害だけでなくサーバ故障時などにもサービ
スを止めないシステムの実現や、増大するデータ量への対応、パフォー
マンスの向上、統合バックアップなどの課題解決も求められていまし
た」と、システム部 部長 阿部一成氏は振り返ります。
サーバ移設に伴う次世代ICTインフラの構築でキーポイントとなった
のが「サーバ仮想化＋共有ストレージ」でした。

※1　 居住系賃貸仲介件数46,000件超（2015年1月5日全国賃貸住宅新聞社「賃貸仲介件数ラ
ンキング」調べ）

※2　 賃貸管理戸数63,000戸超（2014年8月11日全国賃貸住宅新聞社「管理戸数ランキング」
調べ）

※3　 北海道内店舗数90店舗（FC3店舗含）（2014年12月1日現在、常口アトム調べ）

導入のポイント
高性能、高信頼が求められる共有ストレージに
ETERNUSを採用
同社が目指すサービスを止めないシステムを実現するうえで仮想
化基盤における共有ストレージの役割は重要です。共有ストレージ
により、万が一サーバが故障したときも仮想化ソフトウェアVMware 
vSphereのVMware HAを利用し別のサーバで業務の継続を可能にしま
す。また複数のシステムで利用する共有ストレージには安定稼働のた
めに高性能と高信頼が求められます。さらに賃貸物件仲介システムは
160万件の物件情報と地図情報が登録されており増大するデータ量への
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「当社が製品の採用で重視するのは信頼性と操作性です。富士通のサーバとストレージに関しては導入実績に基づく信頼
性や操作性を認識しており評価していました。加えて、今回はシステム環境が大きく変わる中で現場に影響なく移行を行い、
本稼働後の安定稼働を実現していくことが最重要課題でした。そのため富士通パートナーのHDCと富士通の一体化したサ
ポートによる安心感も大きなポイントとなりました」

導入事例

株式会社常口アトム 様

仮想化基盤の共有ストレージに高性能、高信頼ETERNUSを導入
高可用性、バックアップの一元管理を実現し道内90店舗の業務を支える

北海道に密着した総合不動産企業、常口アトムは富士通のストレー
ジETERNUSをベースに仮想化基盤を構築しICTインフラを刷新しま
した。ETERNUSの採用理由は高性能、高信頼に加え、増大するデー
タ量への対応やバックアップの一元管理、パフォーマンス向上など
の課題解決がポイントとなりました。また今回、富士通パートナー
であるHDCのデータセンターに同社のサーバを移設し、災害対策
やセキュリティの強化を図っています。さらにVMware HAにより業
務継続性も向上。富士通とHDCが一体となったサポートにより道
内90店舗の業務を支えています。

 国名　　日本

 業種　　総合不動産業

 ハードウェア
FUJITSU Storage ETERNUS DX100 S3 ディスクストレージシステム
FUJITSU Server PRIMERGY RX200 S8 PCサーバ

 ソフトウェア
VMware vSphere 5 Standard Acceleration Kit
Symantec Backup Exec 2012 Agent for VMware

 効果 ■ 仮想化基盤の共有ストレージに富士通の高性能、高信頼ETERNUSを採用。物理サー
バ約60台を4台に集約するとともに、安定稼働とパフォーマンスの向上を実現

 ■ ETERNUS DX100とSymantec Backup Execの連携により、仮想化環境のバック
アップを一元管理。テープ交換が不要になるなど運用負荷を軽減

 ■ HDCの堅牢なデータセンターにサーバを移設し災害対策やセキュリティ強化を実
現。またVMware HAにより業務継続性が向上。富士通とHDCの一体化したサポー
トにより安心を実現

 課題 ■ 仮想化基盤の安定稼働とパフォーマンス
向上を実現したい

 ■ システムによって異なるバックアップを
統合したい

 ■ 災害やシステム障害時の業務継続性を実現
したい



お問い合わせ先

富士通株式会社　〒105-7123　東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター
http://storage-system.fujitsu.com/jp/

富士通コンタクトライン（総合窓口）  0120-933-200
受付時間 9：00～17：30（土・日・祝日・年末年始を除く）

対応やパフォーマンスの向上も課題となっ
ていました。
運用面ではバックアップの一元管理も課
題の1つでした。「従来、賃貸物件仲介シス
テムは他社製ストレージを利用し、それ以
外のシステムはテープを使ってバックアッ
プを行っていました。仮想化環境でバック
アップの運用効率を図るためにバックアッ
プの一元管理の実現も要件の1つとしまし
た」と、システム部 係長 坂下欣也氏は話
します。
道内有数のシステムインテグレーター

であるHDCは常口アトムの要望に応えるべ
く次世代ICTインフラの中核として富士通

のサーバPRIMERGY RX 200とストレージETERNUS DX100を提案しま
した。「今回、仮想化基盤はHDCさんのデータセンターに構築しました。
HDCさんは当社のシステム状況やビジネスをよく理解したうえで最適な
解決策を提示してくれる。その提案力を高く評価しています」（阿部氏）。
富士通製品の採用ポイントについて「当社が製品の採用で重視するの
は信頼性と操作性です。富士通のサーバとストレージに関しては導入
実績に基づく信頼性や操作性を認識しており評価していました。加え
て、今回はシステム環境が大きく変わる中で現場に影響なく移行を行
い、本稼働後の安定稼働を実現していくことが最重要課題でした。そ
のため富士通パートナーのHDCと富士通の一体化したサポートによる
安心感も大きなポイントとなりました」と坂下氏は話します。

導入のプロセス
システムの移行作業は3つのステップで実施

2013年夏に富士通の採用を決定。仮想化基盤の構成は仮想ホストサー
バに4台のPRIMERGY RX 200を導入し共有ストレージとして高性能、高
信頼ETERNUS DX100を採用。仮想化基盤上にシステムを統合していく
移行作業は3つのステップで進められました。
第1ステップ（2013年夏～）は仮想化基盤上に集約しない物理サーバ
の統合。第2ステップ（2014年初め～）は仮想化基盤上で稼働させるシ
ステムのうちサーバ負荷が小さいなど比較的難易度が低いシステムの移
行。第3ステップ（2014年末）は営業時間中にシステムを止めることが
できない賃貸物件仲介システムの移行。移行作業の山場となったのは第
3ステップでした。
「店舗が休みとなる2014年の年末の3日間で移行を実施しました。年
明けから賃貸仲介は繁忙期に入るため、万が一移行が失敗した場合に備
えて既存システムも並行して動かしましたが、トラブルは一切なく切り
替えはスムーズに行えました。切り替え後、複数店舗で動作を確認し
2015年1月3日に本稼働を開始しました」（坂下氏）。

導入の効果と将来の展望
ラックの台数を1/5に削減、 
夜間バッチ処理時間も1/2に短縮

ETERNUSをベースとする次世代ICTインフラは現在まで安定稼働を
続けています。またHDCの堅牢なデータセンターにサーバを移設した
ことで災害対策やセキュリティの強化、電源の安定化を実現。さらに
VMware HAによりシステム障害時の業務継続性の向上も図っています。
サーバ仮想化により物理サーバ約60台を4台に集約できました。仮想

化することなく移行した場合は約10ラックを必要としましたが、2台の
ラックに収容できたことで運用コストの抑制につながっています。
運用の効率化面ではETERNUS DX100とSymantec Backup Execの連

携により、仮想化環境のバックアップの一元管理を実現し、テープ交
換が不要になるなど運用負荷の軽減を図っています。また従来、賃貸
物件仲介システムの夜間バッチ処理は最大16時間を要していましたが、
現在はETERNUSによるストレージのパフォーマンス向上などにより1/2
に短縮できました。
また開発効率の向上にも期待を寄せています。「物理サーバを購入す
ることなく仮想サーバを使ってテストを実施できるため、開発に要す
る期間短縮やコスト抑制が図れます。また新しい試みにチャレンジし
やすくなりました」（坂下氏）。
今後の展望について「災害やシステム障害など不測の事態にも業務継
続性を実現する次世代ICTインフラは構築できました。次のステップは
集約した各システムの見直しです。またこの基盤をベースに、お客様
サービス向上のためのIT活用も重要なテーマとなります。富士通さんと
HDCさんには安定稼働の支援に加え、先進技術を活かした提案にも期
待しています」と阿部氏は話します。
北海道のお客様一人一人のニーズに最適な提案で応える常口アトム。
地域社会の発展に貢献する同社の取り組みを、これからも富士通とHDC
は密に連携し支援していきます。
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 会社概要　　株式会社常口アトム
本社所在地 札幌市中央区北2条西3丁目1番地12 敷島ビル3F
代表取締役社長 星　雅夫
設立 1992年2月
資本金 1,000万円（発行済株式数200株）
従業員数 811名（2014年10月1日現在）
業務内容  アパート、マンション、戸建等居住物件の賃貸

借に関する仲介業務/店舗賃貸借仲介及び居抜物
件の仲介業務/事務所・倉庫の賃貸借に関する仲
介業務/土地、建物等の売買に関する仲介業務/ア
パート・マンション等の共同住宅の企画、建築、
リフォーム業務/高齢者共同住宅に関する企画・
建築・入居斡旋業務及び運営管理指導業務/アパー
ト、マンション、駐車場等の賃貸借物件に関する
管理代行業務/損害保険の代理店業務/当社顧客に
対する付随サービスの企画及び提供
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